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第１０章 情報

第１ 教科目標，評価の観点及びその趣旨
１ 教科目標
情報及び情報技術を活用するための知識と技能の習得を通して，情報に関する科学的な見方や考え方
を養うとともに，社会の中で情報及び情報技術が果たしている役割や影響を理解させ，情報化の進展に
主体的に対応できる能力と態度を育てる。

２ 評価の観点及びその趣旨

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

情報や情報社会に関心を 情報活用の方法を工夫し 情報の収集・選択・処理 情報及び情報技術を活用
もち，身のまわりの問題 たり，改善したりすると を適切に行うとともに， するための基礎的・基本
を解決するために進んで ともに，情報モラルを踏 情報を目的に応じて表現 的な知識を身に付けると
情報及び情報技術を活用 まえた適切な判断をす する。 ともに，現代社会におけ
し，情報社会に主体的に る。 る情報の意義や役割を理
対応しようとする。 解している。

第２ 各科目の評価の観点の趣旨

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

情 コンピュータや情報通信 情報を収集・処理・発信 コンピュータや情報通信 情報を適切に収集・処理
報 ネットワークなどに関心 する方法を工夫したり， ネットワークなどを活用 ・発信するための基礎的
Ａ をもち，身のまわりの問 結果を踏まえて改善した するための基礎的な技能 な知識を身に付けるとと
題解決を通して情報を進 りするとともに，情報モ を習得し，目的に応じて もに，情報社会における
んで活用しようとすると ラルを踏まえた適切な判 情報を適切に収集・処理 情報技術の役割や影響を
ともに，情報社会に主体 断をする。 ・発信するためにコンピ 理解している。
的に対応しようとする。 ュータなどを活用する。

情 コンピュータにおける情 問題解決においてコンピ 問題解決においてコンピ コンピュータにおける情
報 報の表し方や処理の仕組 ュータを効果的に活用す ュータを活用するための 報の表し方や処理の仕組
Ｂ みに関心をもち，問題解 るための方法を工夫した 技能を身に付けるととも みを理解し，問題解決に
決においてコンピュータ り，結果を踏まえて改善 に，情報技術が社会に及 おいてコンピュータを効
を効果的に活用しようと したりするとともに，情 ぼす影響を理解し，問題 果的に活用するための科
するとともに，情報社会 報技術が社会に及ぼす影 解決においてコンピュー 学的な考え方や方法を身
に主体的に対応しようと 響を踏まえた適切な判断 タを効果的に活用する。 に付けるとともに，情報
する。 をする。 技術が社会に及ぼす影響

を理解している。

情 情報のディジタル化や情 表現やコミュニケーショ 情報のディジタル化や情 表現やコミュニケーショ
報 報通信ネットワークの特 ンの目的に応じて方法を 報通信ネットワークの特 ンにおいてコンピュータ
Ｃ 性に関心をもち，表現や 工夫したり，結果を踏ま 性を生かして，表現やコ などを効果的に活用する
コミュニケーションにお えて改善したりするとと ミュニケーションにおい ための基礎的な知識を身
いてコンピュータなどを もに，情報の収集・発信 てコンピュータなどを効 に付けるとともに，情報
進んで活用しようとする に伴う問題などを踏まえ 果的に活用する。 化の進展が社会に及ぼす
とともに，情報社会に主 た適切な判断をする。 影響を理解している。
体的に対応しようとす
る。
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第３ 必履修科目における内容のまとまりごとの評価規準及びその具体例
Ⅰ 情報Ａ
１ 目標
コンピュータや情報通信ネットワークなどの活用を通して，情報を適切に収集・処理・発信するため
の基礎的な知識と技能を習得させるとともに，情報を主体的に活用しようとする態度を育てる。

２ 評価の観点の趣旨

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

コンピュータや情報通信 情報を収集・処理・発信 コンピュータや情報通信 情報を適切に収集・処理
ネットワークなどに関心 する方法を工夫したり， ネットワークなどを活用 ・発信するための基礎的
をもち，身のまわりの問 結果を踏まえて改善した するための基礎的な技能 な知識を身に付けるとと
題解決を通して情報を進 りするとともに，情報モ を習得し，目的に応じて もに，情報社会における
んで活用しようとすると ラルを踏まえた適切な判 情報を適切に収集・処理 情報技術の役割や影響を
ともに，情報社会に主体 断をする。 ・発信するためにコンピ 理解している。
的に対応しようとする。 ュータなどを活用する。

３ 学習指導要領の内容，内容のまとまりごとの評価規準及びその具体例
情報Ａにおいては，学習指導要領の内容の(1)や(2)などの大項目を内容のまとまりとして，これらご
とに評価規準を設定した。

(1)「(1) 情報を活用するための工夫と情報機器」
【学習指導要領の内容】
ア 問題解決の工夫
問題解決を効果的に行うためには，目的に応じた解決手順の工夫とコンピュータや情報通信ネッ
トワークなどの適切な活用が必要であることを理解させる。
イ 情報伝達の工夫
情報を的確に伝達するためには，伝達内容に適した提示方法の工夫とコンピュータや情報通信ネ
ットワークなどの適切な活用が必要であることを理解させる。

【「(1) 情報を活用するための工夫と情報機器」の評価規準】

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

コンピュータや情報通信 問題解決と情報伝達の活 問題解決と情報伝達の活 問題解決と情報伝達の活
ネットワークなどを活用 動において，目的に応じ 動において，コンピュー 動において，目的に応じ
することに関心をもち， た解決手順や提示方法を タや情報通信ネットワー て解決手順や提示方法を
問題解決と情報伝達の活 自分なりに工夫する。 クなどを活用する。 工夫する必要があること
動を目的に応じて適切に と，コンピュータや情報
行おうとする。 通信ネットワークなどの

適切な活用が必要である
ことを理解している。

【「(1) 情報を活用するための工夫と情報機器」の評価規準の具体例】

内 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解
容

ア ・取り組んだ課題を自 ・問題解決の手順と情 ・身のまわりにある簡 ・問題解決には様々な
分にとって身近な問 報機器の選択を自分 単な問題の解決を行 方法があり，その方
題として捉え，関心 なりに工夫する。 う。 法によっては結果や
をもって問題解決に ・問題解決の結果を評 ・問題解決のためにコ 効率が異なることを
取り組もうとする。 価し，用いた方法と ンピュータや情報通 体験的に理解してい
・問題の解決手順と情 結果との関係を考え 信ネットワークなど る。
報機器の選択をいろ る。 を用いる。 ・問題解決において，
いろと考えようとす コンピュータや情報
る。 通信ネットワークな

どの適切な活用が必
要であることを理解
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している。

イ ・情報を伝達する相手 ・伝達する情報に応じ ・情報を伝達する相手 ・伝達する情報にはそ
に分かりやすく伝え た提示方法を考え に分かりやすく伝え れに適した提示方法
ようとする。 る。 るための活動を行 があることを体験的

・情報伝達の結果を評 う。 に理解している。
価し，用いた方法と ・情報伝達のためにコ ・情報伝達においてコ
結果との関係を考え ンピュータや情報通 ンピュータや情報通
る。 信ネットワークなど 信ネットワークなど

を用いる。 の適切な活用が必要
であることを理解し
ている。

(2)「（2）情報の収集・発信と情報機器の活用」
【学習指導要領の内容】
ア 情報の検索と収集
情報通信ネットワークやデータベースなどの活用を通して，必要とする情報を効率的に検索・収
集する方法を習得させる。
イ 情報の発信と共有に適した情報の表し方
情報を効果的に発信したり，情報を共有したりするためには，情報の表し方に工夫や取決めが必
要であることを理解させる。
ウ 情報の収集・発信における問題点
情報通信ネットワークやデータベースなどを利用した情報の収集・発信の際に起こり得る具体的
な問題及びそれを解決したり回避したりする方法の理解を通して，情報社会で必要とされる心構え
について考えさせる。

【「（2）情報の収集・発信と情報機器の活用」の評価規準】

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

情報通信ネットワークや 情報通信ネットワークや 情報通信ネットワークや 情報を効率的に検索・収
データベースなどの活用 データベースなどを活用 データベースなどを活用 集する方法，情報を発信
に関心をもち，実習課題 して情報を収集・発信す して情報を効率的に検索 ・共有するための工夫や
の解決を通して情報を効 る方法を工夫するととも ・収集し，効果的に発信 取決め，情報の収集・発
果的に収集・発信しよう に，情報の信憑性やプラ ・共有する。 信における問題点と対処
とするとともに，情報の イバシーへの配慮などを 法を理解している。
収集・発信における問題 考える。
に対処しようとする。

【「（2）情報の収集・発信と情報機器の活用」の評価規準の具体例】

内 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解
容

ア ・情報通信ネットワー ・情報収集の目的に応 ・情報通信ネットワー ・情報を探す手順や方
クやデータベースな じた検索システムの クやデータベースな 法によって得られる
どを用いて必要な情 選択や検索条件の工 どを用いて必要とす 結果や作業の効率が
報を収集しようとす 夫を考える。 る情報を検索する。 異なることを体験的
る。 ・情報検索の結果を評 に理解している。

価し，情報収集の方 ・よりよく情報収集す
法により結果が異な るには情報を利用す
ることを考える。 る側と提供する側と

もに工夫が必要であ
ることを具体的に理
解している。

イ ・情報を発信・共有す ・目的に応じた情報の ・情報を相手に適切に ・情報を発信するため
るための工夫や取決 発信・共有のため 伝えるために，情報 に必要な情報の表し
めに関心をもつ。 に，情報の表し方の 通信ネットワークな 方の工夫や取決めを
・情報通信ネットワー 工夫や取決めを考え どを用いて情報の発 具体的に理解してい
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クなどを用いて情報 る。 信・共有を行う。 る。
を相手に適切に伝え ・情報発信の結果を評 ・情報を共有するため
ようとする。 価し，改善を考え に必要な情報の表し

る。 方の工夫や取決めを
具体的に理解してい
る。

ウ ・情報の収集・発信に ・情報の収集・発信に ・情報通信ネットワー ・情報の収集・発信の
おける具体的な問題 おいて著作権やプラ クなどを用いて情報 際に起こりうる具体
に関心をもち，その イバシーなどについ の収集・発信を行 的な問題とその対処
対処法を調べたり考 て配慮する。 う。 法を理解している。
えたりしようとす ・情報の収集・発信に
る。 おける規則がなぜ必

要なのかを考える。

(3)「（3）情報の統合的な処理とコンピュータの活用」
【学習指導要領の内容】
ア コンピュータによる情報の統合
コンピュータの機能とソフトウェアとを組み合わせて活用することを通して，コンピュータは多
様な形態の情報を統合できることを理解させる。
イ 情報の統合的な処理
収集した多様な形態の情報を目的に応じて統合的に処理する方法を習得させる。

【「（3）情報の統合的な処理とコンピュータの活用」の評価規準】

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

多様な形態の情報が統合 収集する情報に応じた周 周辺機器やソフトウェア コンピュータの機能，周
できることに関心をも 辺機器やソフトウェアを を用いて情報を収集し， 辺機器，ソフトウェアを
ち，情報を統合的に扱う 適切に選択し，目的に応 収集した情報を目的に応 組み合わせることによっ
ためにコンピュータの機 じて情報を統合するため じて統合的に処理する。 て多様な形態の情報が統
能，周辺機器，ソフトウ にソフトウェアの使い分 合でき，目的に応じて処
ェアを組み合わせて活用 けや組み合わせを考え 理し活用できることを理
しようとする。 る。 解している。

【「（3）情報の統合的な処理とコンピュータの活用」の評価規準の具体例】

内 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解
容

ア ・コンピュータの機 ・情報の形態に応じた ・周辺機器やソフトウ ・形態の違う情報でも
能，周辺機器，ソフ 周辺機器とソフトウ ェアを用いて情報を コンピュータでは統
トウェアを組み合わ ェアの組み合わせを ディジタル化してコ 合的に扱えることを
せて情報をディジタ 考える。 ンピュータに取り込 体験的に理解してい
ル化しようとする。 んだり表示したりす る。

る。 ・代表的な周辺機器の
種類とその用途を理
解している。

イ ・多様な形態の情報を ・目的と作業の効率を ・情報を統合するため ・代表的なソフトウェ
目的に応じて統合し 考えて制作計画を立 に目的に応じてソフ アの種類とその用途
ようとする。 てる。 トウェアを使い分け を理解している。
・著作権やプライバシ ・制作物を評価し，改 たり組み合わせたり ・制作物を評価し改善
ーを尊重しようとす 善を考える。 する。 するための基本的な
る。 ・制作活動において著 ・多様な形態の情報を 方法を理解してい

作権やプライバシー 統合した制作を行 る。
などについて配慮す う。
る。
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(4)「（4）情報機器の発達と生活の変化」
【学習指導要領の内容】
ア 情報機器の発達とその仕組み
情報機器の発達の歴史に沿って，情報機器の仕組みと特性を理解させる。
イ 情報化の進展が生活に及ぼす影響
情報化の進展が生活に及ぼす影響を身のまわりの事例などを通して認識させ，情報を生活に役立
て主体的に活用しようとする心構えについて考えさせる。
ウ 情報社会への参加と情報技術の活用
個人が情報社会に参加する上でコンピュータや情報通信ネットワークなどを適切に使いこなす能
力が重要であること及び将来にわたって情報技術の活用能力を高めていくことが必要であることを
理解させる。

【「（4）情報機器の発達と生活の変化」の評価規準】

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

情報機器の発達とその仕 情報機器の発達の歴史と 情報機器の発達と生活の 情報機器の発達とその仕
組みや情報化の進展が生 関連させて情報化の進展 変化とのかかわりや，将 組みを理解するととも
活に及ぼす影響に関心を が生活に及ぼす影響につ 来にわたって情報技術の に，情報化の進展が生活
もち，情報や情報技術を いて考えるとともに，情 活用能力を高めていくこ に及ぼす影響や将来にわ
生活に役立て主体的に活 報を生活に役立て主体的 との必要性について，情 たって情報技術の活用能
用しようとする。 に活用しようとする心構 報通信ネットワークなど 力を高めていくことの必

えについて考える。 を活用して情報を収集 要性を理解している。
し，その結果や検討内容
を表現する。

【「（4）情報機器の発達と生活の変化」の評価規準の具体例】

内 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解
容

ア ・情報機器の発達とそ ・いろいろな情報機器 ・情報通信ネットワー ・情報機器の歴史的な
の仕組みについて関 についての情報を基 クなどを用いて情報 変遷を具体的に理解
心をもつ。 に情報機器の発達に 機器の発達の歴史を している。

ついて考える。 調べる。 ・コンピュータと情報
通信ネットワークの
仕組みの概要を簡単
に理解している。
・アナログとディジタ
ルの違いを簡単に理
解している。

イ ・情報化の進展が生活 ・身のまわりの事例な ・情報化の進展が生活 ・情報化の進展が生活
に及ぼす影響に関心 どを基に情報化の進 に及ぼす影響につい に及ぼす影響を具体
をもち，具体的に調 展が生活に及ぼす影 て，情報通信ネット 的に理解している。
べようとする。 響について考える。 ワークなどを用いて ・日常生活において直
・情報を生活に役立て ・情報の信頼性や信憑 調べたり，討議した 面する情報に関する
主体的に活用しよう 性，著作権の尊重に りする。 問題について理解す
とする。 ついて考える。 るとともに，具体的

な対処法を身に付け
ている。

ウ ・情報社会に関心をも ・個人が情報社会に参 ・今まで学習したこと ・個人が情報社会に参
ち，将来にわたり情 加する上で必要なこ を基に個人が情報社 加する上で，コンピ
報技術の活用能力を とについて考える。 会に参加する上で必 ュータや情報通信ネ
高めようとする意欲 要なことについて調 ットワークなどを使
をもつ。 べる。 いこなす能力が重要

であることを理解し
ている。
・将来にわたり情報技
術の活用能力を高め
ていくことの必要性
を理解している。
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Ⅱ 情報Ｂ
１ 目標
コンピュータにおける情報の表し方や処理の仕組み，情報社会を支える情報技術の役割や影響を理解
させ，問題解決においてコンピュータを効果的に活用するための科学的な考え方や方法を習得させる。

２ 評価の観点の趣旨

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

コンピュータにおける情 問題解決においてコンピ 問題解決においてコンピ コンピュータにおける情
報の表し方や処理の仕組 ュータを効果的に活用す ュータを活用するための 報の表し方や処理の仕組
みに関心をもち，問題解 るための方法を工夫した 技能を身に付けるととも みを理解し，問題解決に
決においてコンピュータ り，結果を踏まえて改善 に，情報技術が社会に及 おいてコンピュータを効
を効果的に活用しようと したりするとともに，情 ぼす影響を理解し，問題 果的に活用するための科
するとともに，情報社会 報技術が社会に及ぼす影 解決においてコンピュー 学的な考え方や方法を身
に主体的に対応しようと 響を踏まえた適切な判断 タを効果的に活用する。 に付けるとともに，情報
する。 をする。 技術が社会に及ぼす影響

を理解している。

３ 学習指導要領の内容，内容のまとまりごとの評価規準及びその具体例
情報Ｂにおいては，学習指導要領の内容の(1)や(2)などの大項目を内容のまとまりとして，これらご
とに評価規準を設定した。

(1)「（1）問題解決とコンピュータの活用」
【学習指導要領の内容】
ア 問題解決における手順とコンピュータの活用
問題解決においては，解決の手順と用いる手段の違いが結果に影響を与えること及びコンピュー
タの適切な活用が有効であることを理解させる。
イ コンピュータによる情報処理の特徴
コンピュータを適切に活用する上で知っておくべきコンピュータによる情報処理の長所と短所を
理解させる。

【「（1）問題解決とコンピュータの活用」の評価規準】

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

問題解決の手順と用いる 問題解決の手順を工夫す 問題解決の手順を明確に 問題解決の手順と用いる
手段の違いが結果に影響 るとともに，用いる手段 記述して実行するととも 手段の違いが結果に影響
を与えることに関心をも を考える。 に，問題解決の手順と用 を与えることと，コンピ
ち，問題解決において適 いる手段の違いが結果に ュータを適切に活用する
切にコンピュータを活用 影響を与えることを確か 上で知っておくべきコン
しようとする。 めることができる。 ピュータによる情報処理

の特徴を理解している。

【「（1）問題解決とコンピュータの活用」の評価規準の具体例】

内 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解
容

ア ・身のまわりの問題を ・問題解決の手順を工 ・問題解決の手順を記 ・問題解決の手順と用
よりよく解決するこ 夫する。 述する。 いる手段の違いが結
とに関心をもち，問 ・問題解決に用いる手 ・コンピュータやその 果に影響を与えるこ
題解決に取り組もう 段を考える。 他の手段を用いて問 とを理解している。
とする。 ・問題解決の結果を評 題解決を行う。 ・問題解決においてコ
・問題解決の手順と用 価し，より効果的な ンピュータの適切な
いる手段を考えよう 解決法を考える。 活用が有効であるこ
とする。 とを理解している。

イ ・コンピュータを適切 ・人間とコンピュータ ・人間とコンピュータ ・コンピュータによる
に活用するために， の情報処理の違いに の情報処理を対比さ 情報処理の長所と短



情-7

コンピュータによる ついて考える。 せる体験的な活動を 所を体験的に理解し
情報処理の特徴を知 ・コンピュータによる 行う。 ている。
ろうとする。 情報処理の長所と短 ・重視する観点や処理

所を考える。 の条件が違えばコン
ピュータの用い方も
違ってくることを理
解している。

(2)「（2）コンピュータの仕組みと働き」
【学習指導要領の内容】
ア コンピュータにおける情報の表し方
文字，数値，画像，音などの情報をコンピュータ上で表す方法についての基本的な考え方及び情
報のディジタル化の特性を理解させる。
イ コンピュータにおける情報の処理
コンピュータの仕組み，コンピュータ内部での基本的な処理の仕組み及び簡単なアルゴリズムを
理解させる。
ウ 情報の表し方と処理手順の工夫の必要性
コンピュータを活用して情報の処理を行うためには，情報の表し方と処理手順の工夫が必要であ
ることを理解させる。

【「（2）コンピュータの仕組みと働き」の評価規準】

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

コンピュータの仕組みと コンピュータを用いた課 コンピュータの仕組みと コンピュータにおける情
働きに関心をもち，情報 題解決において，課題の 働きを踏まえて，コンピ 報の表し方と処理の仕組
の表し方と処理手順を工 目的や条件に応じて情報 ュータを用いた課題解決 みについて基本的な考え
夫して課題を解決しよう の表し方と処理手順を工 を行う。 方を理解するとともに，
とする。 夫する。 情報の表し方と処理手順

の工夫の必要性を理解し
ている。

【「（2）コンピュータの仕組みと働き」の評価規準の具体例】

内 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解
容

ア ・文字，数値，画像， ・具体例や図を基にし ・情報のディジタル化 ・文字，数値，画像，
音などのコンピュー て情報のディジタル について理解を深め 音などのコンピュー
タ上の表し方につい 化について考える。 るための簡単な実験 タ上の表し方につい
て関心をもつ。 などを行う。 て基本的な考え方を

理解している。
・情報のディジタル化
の長所と短所につい
て具体的に理解して
いる。

イ ・コンピュータの仕組 ・コンピュータの各機 ・コンピュータによる ・コンピュータの各機
みについて関心をも 能の役割を考える。 情報の処理を理解す 能がなぜ必要なのか
つ。 ・簡単なアルゴリズム るためにシミュレー を理解している。
・アルゴリズムの考え を具体例に当てはめ ションなどの活動を ・コンピュータによる
方に関心をもつ。 ることを考える。 行う。 情報の処理において

・簡単なアルゴリズム 処理手順の明確な記
を理解するための活 述が必要であること
動を行う。 を理解している。

ウ ・情報の表し方と処理 ・課題解決において情 ・情報の表し方と処理 ・コンピュータを用い
手順を工夫しようと 報の表し方と処理手 手順を工夫してコン た課題解決において
する。 順を工夫する。 ピュータを用いた課 情報の表し方と処理
・コンピュータを用い ・課題解決の結果を自 題解決を行う。 手順の工夫が必要で
て課題解決に取り組 己評価や相互評価す あることを理解して
もうとする。 る。 いる。
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(3)「（3）問題のモデル化とコンピュータを活用した解決」
【学習指導要領の内容】
ア モデル化とシミュレーション
身のまわりの現象や社会現象などを通して，モデル化とシミュレーションの考え方や方法を理解
させ，実際の問題解決に活用できるようにする。
イ 情報の蓄積・管理とデータベースの活用
情報を蓄積・管理するためのデータベースの概念を理解させ，簡単なデータベースを設計し，活
用できるようにする。

【「（3）問題のモデル化とコンピュータを活用した解決」の評価規準】

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

モデル化とシミュレーシ 問題をモデル化する方法 身のまわりの問題を実際 モデル化とシミュレーシ
ョン及びデータベースの を工夫し，シミュレーシ にモデル化しシミュレー ョンの考え方や方法，デ
活用に関心をもち，それ ョン結果に基づいてモデ ションを行うとともに， ータベースの概念につい
らの方法を適用して身の ル化が適切かどうかを考 簡単なデータベースを設 て理解するとともに，問
まわりの問題を解決しよ える。また，データベー 計し活用する。 題解決において活用する
うとする。 スの利用目的に応じて必 ための基礎的な知識を身

要な機能を考えて設計を に付けている。
工夫する。

【「（3）問題のモデル化とコンピュータを活用した解決」の評価規準の具体例】

内 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解
容

ア ・モデル化とシミュレ ・身のまわりの問題の ・モデル化とシミュレ ・モデル化とシミュレ
ーションの考え方や 簡単なモデル化を考 ーションの考え方や ーションの基本的な
方法に関心をもつ。 える。 方法を用いて身のま 考え方や方法を理解
・身のまわりの問題の ・シミュレーション結 わりの問題を解決す している。
解決においてモデル 果を評価し，モデル る。 ・モデル化の仕方が異
化とシミュレーショ 化が適切かどうかを なるとシミュレーシ
ンの方法を適用しよ 考える。 ョン結果が異なるこ
うとする。 とを具体的に理解し

ている。

イ ・情報を蓄積・管理す ・情報の蓄積・管理の ・簡単なデータベース ・情報を蓄積・管理す
るためのデータベー 目的に応じてデータ を設計し活用する。 るためのデータベー
スの概念に関心をも ベースの設計を工夫 スの概念を具体的に
つ。 する。 理解している。
・情報の蓄積・管理の ・データベースを設計
ためにデータベース するときには様々な
を活用しようとす 設計上の観点がある
る。 ことを理解してい

る。

(4)「（4）情報社会を支える情報技術」
【学習指導要領の内容】
ア 情報通信と計測・制御の技術
情報通信と計測・制御の仕組み及び社会におけるそれらの技術の活用について理解させる。
イ 情報技術における人間への配慮
情報技術を導入する際には，安全性や使いやすさを高めるための配慮が必要であることを理解さ
せる。
ウ 情報技術の進展が社会に及ぼす影響
情報技術の進展が社会に及ぼす影響を認識させ，情報技術を社会の発展に役立てようとする心構
えについて考えさせる。
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【「（4）情報社会を支える情報技術」の評価規準】

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

情報社会を支える情報技 情報通信と計測・制御の 情報社会や情報技術につ 情報通信と計測・制御の
術とそれを導入する際の 技術の社会における活用 いて，情報通信ネットワ 仕組みを理解するととも
配慮事項について関心を について考えるととも ークなどを活用して情報 に，情報技術における人
もち，情報技術を社会の に，情報技術について人 を収集し，その結果や検 間への配慮や情報技術の
発展に役立てようとす 間への配慮や社会に及ぼ 討内容を表現する。 進展が社会に及ぼす影響
る。 す影響を考える。 を理解している。

【「（4）情報社会を支える情報技術」の評価規準の具体例】

内 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解
容

ア ・社会で利用されてい ・社会で利用されてい ・情報通信と計測・制 ・社会で利用されてい
る情報通信と計測・ る情報通信と計測・ 御の仕組みを理解す る情報通信と計測・
制御の技術に関心を 制御の技術の長所と るために簡単な例で 制御の技術の長所と
もつ。 問題点について考え 動作を確認する。 問題点について具体
・情報通信と計測・制 る。 的に理解している。
御の仕組みに関心を ・情報通信と計測・制
もつ。 御の仕組みを具体的

に理解している。

イ ・情報技術を導入する ・情報技術を利用する ・使いやすさを高める ・情報技術を導入する
際の安全性や使いや 際に必要な安全性を ための配慮について 際の安全性や使いや
すさを高めるための 確保するための対策 具体的なソフトウェ すさを高めるための
配慮に関心をもつ。 について考える。 アなどを基にして確 配慮の必要性を理解

・情報技術を使いやす 認する。 している。
くするためには多様
な観点があることを
具体的に考える。

ウ ・情報技術の進展が社 ・情報技術の進展が社 ・情報技術の進展が社 ・情報技術と社会との
会に及ぼす影響につ 会に及ぼす影響につ 会に及ぼす影響につ 望ましい在り方につ
いて関心をもち，具 いて考える。 いて，情報通信ネッ いて多様な考え方が
体的に調べようとす ・情報技術と社会との トワークなどを活用 あることを理解して
る。 望ましい在り方につ して情報を収集し， いる。
・情報技術を社会の発 いて考える。 その結果や検討内容
展に役立てようとす ・情報の信頼性や信憑 を表現する。
る意欲をもつ。 性，著作権の尊重に

ついて考える。
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Ⅲ 情報Ｃ
１ 目標
情報のディジタル化や情報通信ネットワークの特性を理解させ，表現やコミュニケーションにおいて
コンピュータなどを効果的に活用する能力を養うとともに，情報化の進展が社会に及ぼす影響を理解さ
せ，情報社会に参加する上での望ましい態度を育てる。

２ 評価の観点の趣旨

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

情報のディジタル化や情 表現やコミュニケーショ 情報のディジタル化や情 表現やコミュニケーショ
報通信ネットワークの特 ンの目的に応じて方法を 報通信ネットワークの特 ンにおいてコンピュータ
性に関心をもち，表現や 工夫したり，結果を踏ま 性を生かして，表現やコ などを効果的に活用する
コミュニケーションにお えて改善するとともに， ミュニケーションにおい ための基礎的な知識を身
いてコンピュータなどを 情報の収集・発信に伴う てコンピュータなどを効 に付けるとともに，情報
進んで活用しようとする 問題などを踏まえた適切 果的に活用する。 化の進展が社会に及ぼす
とともに，情報社会に主 な判断をする。 影響を理解している。
体的に対応しようとす
る。

３ 学習指導要領の内容，内容のまとまりごとの評価規準及びその具体例
情報Ｃにおいては，学習指導要領の内容の(1)や(2)などの大項目を内容のまとまりとして，これらご
とに評価規準を設定した。

(1)「（1）情報のディジタル化」
【学習指導要領の内容】
ア 情報のディジタル化の仕組み
コンピュータなどにおける，文字，数値，画像，音などの情報のディジタル化の仕組みを理解さ
せる。
イ 情報機器の種類と特性
身のまわりに見られる情報機器について，その機能と役割を理解させるとともに，ディジタル化
により多様な形態の情報が統合的に扱えることを理解させる。
ウ 情報機器を活用した表現方法
情報機器を活用して多様な形態の情報を統合することにより，伝えたい内容を分かりやすく表現
する方法を習得させる。

【「（1）情報のディジタル化」の評価規準】

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

情報機器を活用して多様 情報機器の種類と特性を 身のまわりの情報機器を 情報のディジタル化の仕
な形態の情報を統合しよ 踏まえて目的に応じた適 活用して多様な形態の情 組み，情報機器の種類と
うとするとともに，分か 切な情報機器を選択する 報をディジタル化すると 特性，ディジタル化によ
りやすく表現しようとす とともに，情報を分かり ともに，それらの情報を り多様な情報が統合化で
る。 やすく表現するための工 統合して分かりやすく表 きることを理解してい

夫をする。 現する。 る。

【「（1）情報のディジタル化」の評価規準の具体例】

内 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解
容

ア ・情報のディジタル化 ・実験や図を用いた説 ・情報機器を用いて情 ・多様な形態の情報の
に関心をもち，ディ 明をもとに情報のデ 報のディジタル化の ディジタル化につい
ジタル化の仕組みを ィジタル化の仕組み 仕組みを理解するた て基本的な仕組みを
知ろうとする。 について考える。 めの簡単な実験など 理解している。

を行う。 ・情報の単位としての
ビット，バイトを理
解している。
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イ ・身のまわりの情報機 ・身のまわりの情報機 ・情報機器を用いて多 ・ディジタル化により
器に関心をもち，そ 器についてその機能 様な形態の情報をデ 多様な形態の情報が
の機能と役割を知ろ と役割を考える。 ィジタル化する。 統合的に扱えること
うとする。 を体験的に理解して

いる。
・情報機器のカタログ
などを読むために必
要な基礎的な知識を
身に付けている。

ウ ・情報機器を活用して ・伝えたい内容を分か ・多様な形態の情報を ・情報機器やソフトウ
伝えたい内容を分か りやすく表現するた 統合することによ ェアによる表現方法
りやすく表現しよう めの工夫をする。 り，自分の意図した の特徴について体験
とする。 ・制作物を自己評価や 内容を表現する。 的に理解している。
・自己や他者の制作物 相互評価し，改善を ・制作の計画を立て， ・制作物を評価し改善
を適正に評価し改善 考える。 それに基づいた活動 するための基本的な
しようとする。 ・個人情報の取扱いや を行う。 方法を理解してい

著作権などについて る。
配慮する。

(2)「（2）情報通信ネットワークとコミュニケーション」
【学習指導要領の内容】
ア 情報通信ネットワークの仕組み
情報通信ネットワークの仕組みとセキュリティを確保するための工夫について理解させる。
イ 情報通信の効率的な方法
情報伝達の速度や容量を表す単位について理解させるとともに，情報通信を速く正確に行うため
の基本的な考え方を理解させる。
ウ コミュニケーションにおける情報通信ネットワークの活用
電子メールや電子会議などの情報通信ネットワーク上のソフトウェアについて，コミュニケーシ
ョンの目的に応じた効果的な活用方法を習得させる。

【「（2）情報通信ネットワークとコミュニケーション」の評価規準】

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

情報通信ネットワークの 目的に応じた効果的なコ コミュニケーションの目 情報通信ネットワークの
仕組みや情報通信の効率 ミュニケーションを行う 的に応じて，電子メール 仕組みと関連付けて，セ
的な方法に関心をもち， ために情報通信ネットワ や電子会議などの情報通 キュリティを確保するた
情報通信ネットワークを ークの活用方法を考える 信ネットワーク上のソフ めの方法や情報通信の効
活用して効果的なコミュ とともに，情報通信の効 トウェアを効果的に活用 率的な方法を理解してい
ニケーションを行おうと 率向上やセキュリティ確 する。 る。
する。 保のための工夫をする。

【「（2）情報通信ネットワークとコミュニケーション」の評価規準の具体例】

内 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解
容

ア ・情報通信ネットワー ・情報通信の取決めで ・情報通信ネットワー ・情報通信ネットワー
クの仕組みに関心を あるプロトコルの必 クの仕組みの説明で クについて基本的な
もつ。 要性を考える。 取りあげた具体例の 仕組みを理解してい
・情報通信ネットワー ・情報通信ネットワー うちで簡単なものを る。
クにおけるセキュリ クの利用においてセ 実験などで確かめ ・情報通信ネットワー
ティに関心をもつ。 キュリティを確保す る。 クにおけるセキュリ

るための工夫を考え ティ確保の重要性を
る。 理解している。

イ ・情報通信ネットワ ・情報通信の効率的な ・情報伝達に要する時 ・情報伝達の速度や
ークにおける情報 方法には一長一短が 間のおおまかな見積 容量を表す単位を
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を速く正確に伝達 あることを考える。 もりをする。 理解している
するための様々な ・情報通信の効率的な ・情報通信の効率的
工夫について関心 方法について簡単な な方法について基
をもつ。 実験などで確かめ 本的な考え方を理

る。 解している。

ウ ・情報通信ネットワー ・コミュニケーション ・コミュニケーション ・電子メールや電子会
ク上のソフトウェア の目的や状況に応じ の目的や状況に応じ 議などによるコミュ
をコミュニケーショ て情報通信ネットワ て情報通信ネットワ ニケーションの特性
ンに効果的に活用し ークの活用方法を工 ーク上のソフトウェ を理解している。
ようとする。 夫する。 アを使う。 ・コミュニケーション

・コミュニケーション におけるモラルやマ
におけるモラルやマ ナーとその必要性を
ナーについて配慮す 理解している。
る。

(3)「（3）情報の収集・発信と個人の責任」
【学習指導要領の内容】
ア 情報の公開・保護と個人の責任
多くの情報が公開され流通している実態と情報の保護の必要性及び情報の収集・発信に伴って発
生する問題と個人の責任について理解させる。
イ 情報通信ネットワークを活用した情報の収集・発信
身のまわりの現象や社会現象などについて，情報通信ネットワークを活用して調査し，情報を適
切に収集・分析・発信する方法を習得させる。

【「（3）情報の収集・発信と個人の責任」の評価規準】

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

情報の公開・保護と個人 情報の収集・発信に伴っ 身のまわりの現象や社会 情報の公開・保護と個人
の責任について関心をも て発生する問題と個人の 現象などについて，情報 の責任について理解する
ち，情報通信ネットワー 責任について考えるとと 通信ネットワークを活用 とともに，情報通信ネッ
クを活用して情報を収集 もに，それらを踏まえて して，情報を適切に収集 トワークを活用した情報
・分析・発信しようとす 情報を収集・発信する活 ・分析・発信する。 の収集・分析・発信の方
る。 動において適切な判断を 法を理解している。

する。

【「（3）情報の収集・発信と個人の責任」の評価規準の具体例】

内 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解
容

ア ・情報の公開の実態や ・日常的な題材を基に ・情報通信ネットワー ・情報の公開・保護に
情報の保護の必要性 情報の保護の必要性 クや新聞などを用い ついて具体的に理解
について関心をも や情報に関する個人 て情報の収集・発信 している。
ち，事例を調べよう の責任について考え に伴って発生する問 ・情報に関する個人の
とする。 る。 題について調べる。 責任について具体的
・情報に関する個人の ・情報の収集・発信に に理解している。
責任を自分の問題と 伴って発生する問題
して捉えようとす について具体的な対
る。 処法を考える。

イ ・身のまわりの現象や ・情報の収集・発信の ・課題解決を通じて， ・課題解決の一連の手
社会現象などについ 活動に必要なソフト 情報の収集・分析・ 順について理解して
て，情報通信ネット ウェアを選択する。 発信などの一連の活 いる。
ワークを活用して調 ・収集した情報を自分 動を行う。 ・情報発信における受
査することに関心を の考えにより整理し ・課題解決を通じて， け手への配慮や正し
もつ。 分析する。 コンピュータや情報 く伝えるための工夫
・課題解決において主 ・課題解決の結果を自 通信ネットワークを の必要性を理解して
体的に解決しようと 己評価や相互評価 統合的に活用する。 いる。
する。 し，改善を考える。
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(4)「（4）情報化の進展と社会への影響」
【学習指導要領の内容】
ア 社会で利用されている情報システム
社会で利用されている代表的な情報システムについて，それらの種類と特性，情報システムの信
頼性を高める工夫などを理解させる。
イ 情報化が社会に及ぼす影響
情報化が社会に及ぼす影響を様々な面から認識させ，望ましい情報社会の在り方を考えさせる。

【「（4）情報化の進展と社会への影響」の評価規準】

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

社会で利用されている情 社会で利用されている情 情報化が社会に及ぼす影 社会で利用されている代
報システムや情報化が社 報システムや情報化が社 響について，情報通信ネ 表的な情報システムの種
会に及ぼす影響について 会に及ぼす影響について ットワークなどを活用し 類と特性，信頼性を高め
関心をもち，望ましい情 考える。 て情報を収集し，その結 る工夫などを理解すると
報社会の在り方を考えよ 果や検討内容を表現す ともに，情報化が社会に
うとする。 る。 及ぼす影響を様々な面か

ら理解している。

【「（4）情報化の進展と社会への影響」の評価規準の具体例】

内 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解
容

ア ・社会で利用されてい ・情報システムが社会 ・社会で利用されてい ・社会で利用されてい
る情報システムに関 に及ぼす影響につい る情報システムの代 る代表的な情報シス
心をもち，種類と特 て考える。 表的な例を調べて， テムの種類と特性や
性を知ろうとする。 その種類と特性や信 信頼性を高めるため

頼性を高める工夫に の工夫について理解
ついてまとめる。 している。

イ ・情報化が社会に及ぼ ・情報化が社会に及ぼ ・情報化が社会に及ぼ ・情報化が社会に及ぼ
す影響について関心 す影響について考え す影響について，情 す影響を理解してい
をもち，情報通信ネ る。 報通信ネットワーク る。
ットワークや新聞な ・情報化の｢影｣の部分 や新聞などを活用し ・情報の信頼性や信憑
どを活用して調べよ を克服するための心 て情報を収集し，そ 性を確認する方法を
うとする。 構えや工夫について の結果や検討内容を 理解している。
・情報社会に進んで参 考える。 表現する。
加しようとする意欲 ・情報の信頼性や信憑
をもつ。 性，著作権の尊重に

ついて考える。
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第４ 単元の評価に関する事例
Ⅰ 情報Ａ
ここでは，情報を活用するための工夫と情報機器にかかわる学習領域のうち情報伝達の工夫を取りあげ，
その中の学習のまとまりである「Ｗｅｂページの作成」について指導と評価の工夫を行った事例について
紹介する。

単元名 (1)情報を活用するための工夫と情報機器 イ．情報伝達の工夫「Ｗｅｂページの作成」
（４時間）

１ 単元の目標
(1) ＷＷＷの仕組みに関心をもち，Ｗｅｂページの作成に取り組もうとする。
(2) ＷＷＷにおけるＷｅｂページの表現の工夫を考えることができる。
(3) 文字や画像を統合し，多様な表現方法を組み合わせたＷｅｂページを作成できる。
(4) ＷＷＷで情報が表現豊かに発信できることを理解するとともに，基本的なＨＴＭＬのタグの名前
やそのはたらきなどを理解する。

２ 単元の評価規準

ア 関心・意欲・態度 イ 思考・判断 ウ 技能・表現 エ 知識・理解

内 コンピュータや情報通 問題解決と情報伝達の 問題解決と情報伝達の 問題解決と情報伝達の
容 信ネットワークなどを 活動において，目的に 活動において，コンピ 活動において，目的に
の 活用することに関心を 応じた解決手順や提示 ュータや情報通信ネッ 応じて解決手順や提示
ま もち，問題解決と情報 方法を自分なりに工夫 トワークなどを活用す 方法を工夫する必要が
と 伝達の活動を目的に応 する。 る。 あることと，コンピュ
ま じて適切に行おうとす ータや情報通信ネット
り る。 ワークなどの適切な活
ご 用が必要であることを
と 理解している。
の
評
価
規
準

単 伝達する相手に情報を 伝達したい多様な形態 ＨＴＭＬの基本的なタ ＷＷＷの仕組みと基本
元 分かりやすく伝えるた の情報をＨＴＭＬを利 グを用いて，Ｗｅｂペ 的なタグの名前やその
の めに，Ｗｅｂページに 用して統合し，効果的 ージを作成できる。 はたらきなどを理解し
評 関心をもち，Ｗｅｂペ に伝える方法を考え ている。
価 ージを構成するタグの る。また，発信の際の
規 名前やそのはたらきな 留意点を考慮すること
準 どについて探究する姿 ができる。
勢をもつ。

学 ①Ｗｅｂページを構成 ①Ｗｅｂページを作成 ①Ｗｅｂページを表示 ①ＨＴＭＬ形式で記述
習 するＨＴＭＬについ するために必要なタ し，ＨＴＭＬのソー されたテキストファ
活 て関心をもつ。 グを選択することが スを表示できる。 イルによってＷｅｂ
動 ②基本的なタグの名前 できる。 ②ＨＴＭＬのタグを書 ページが表示される
に やそのはたらきなど ②どのような点に注意 式に従って入力でき ことを理解してい
お について知ろうとす すればよいかを考え る る。
け る。 ながら情報を発信し ③タグの属性を変え ②インターネット上で
る ③課題を仕あげ，改善 ている。 て，表現したいＷｅ Ｗｅｂページが閲覧
具 しようとする姿勢が ｂページを作成でき できる仕組みを理解
体 見られる。 る。 している。
の ③Ｗｅｂページを構成
評 する基本的なタグの
価 名前やそのはたらき
規 などを理解してい
準 る。
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３ 指導と評価の計画

評価規準と
時 学習活動 の関連 評価の方法
限

ア イ ウ エ

◇行動観察１ ＷｅｂページとＨＴＭＬの表示 ①
◇行動観察インターネット上のＷｅｂページを表示してＨＴＭＬを参照 ①
◇実習記録し，気が付いたことを実習記録にまとめる。 ①

◇行動観察，ワークシー２ ＨＴＭＬの構造の理解 ②
トＷｅｂページにどのようなタグが使われているかを調べワー
◇実習記録クシートにまとめる。 ②

◇行動観察３ 足りないタグを入力する ①
◇課題Webページ課題のＷｅｂページで図や音声を統合して表示したり，表現 ②

を工夫として表を作成する。

◇行動観察４ タグの属性を変化させて「コンピュータ教室紹介」Ｗｅｂページ ③
◇行動観察を作成する ②
作成したＷｅｂページ背景，文字の色や大きさ，図やリンク，表を設定してＷｅｂ ③ ◇
作成したＷｅｂページページを作成する。情報を発信するにあたり注意しなければ ③ ◇

ならない点について配慮する。

（注）「指導と評価の計画」中の「評価規準との関連」のア～エは，「２ 単元の評価規準」の「評価の観
点」の記号と，○数字の番号は「学習活動における具体の評価規準」の番号と一致している。

４ 評価の進め方
学習活動における具体の評価規準に照らし，「十分満足できると判断される」状況（Ａ）と評価され
る具体例と，「努力を要すると判断される」状況（Ｃ）と評価される生徒への指導の手だてを次にまと
めた。

学習活動における 評価
具体の評価規準

「十分満足できると判断される」状況 「努力を要すると判断される」状況
学習活動 （Ａ）と評価される具体例 （Ｃ）と評価される生徒への指導の手だ

て

１時限目 ア① 閲覧ソフトによってＷｅｂページのソー 閲覧ソフトの使い方，ＨＴＭＬの表示方
スを表示させ，ＨＴＭＬに関心をもち， 法の操作のポイントを整理させ，ＨＴＭ
自発的にその特徴を複数見いだしてい Ｌに関心をもたせる。
る。

ウ① 閲覧ソフトの様々な機能を自主的に活用 閲覧ソフトの操作，ＨＴＭＬソースの表
し，必要とするＷｅｂページのＨＴＭＬ 示方法のポイントを整理させる。
のソースを速やかに表示している。

エ① ＨＴＭＬ形式で記述されたテキストファ ＨＴＭＬ形式で記述されたテキストファ
イルから様々な情報を自主的に読み取 イルから読み取れる情報のうち，いくつ
り，このことと関連付けながらＷｅｂペ かを例示し実習記録にまとめさせる。
ージが表示される仕組みを具体的に実習
記録に記入している。

２時限目 ア② Ｗｅｂページに記述されているすべての タグがどのようなものか気付かせ，その
タグを自発的に拾い出し，その名前をワ はたらきを考えさせる。
ークシートに分かりやすくまとめてい
る。

エ② ＨＴＭＬのタグのはたらきと閲覧ソフト ＨＴＭＬとＷｅｂページを比較し，タグ
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のはたらきとを相互に関連付けて理解 と閲覧ソフトとの関係に気付かせる。
し，このことを踏まえてＷｅｂページが
表示される仕組みについて簡潔・明瞭に
実習記録に記入している。

３時限目 イ① 分かりやすいＷｅｂページを作成するた タグの特徴について整理させ，該当する
めに，課題の内容を十分に吟味し，その タグを考えさせる。
結果を踏まえて必要なタグを自発的に選
択している。

ウ② すべての課題ファイルのＨＴＭＬのタグ 入力間違いの事例を示し，なぜそのよう
を誤りなく入力でき，それが的確であっ な入力間違いを生じたのか考えさせ，的
たか閲覧ソフトを活用して表示し，確認 確に入力できるようにする。
している。

４時限目 ア③ 多様な形態の情報を用いて分かりやすい タグの働きについて整理させ，課題追究
Ｗｅｂページを作成するため，学習した の意欲を育てる。
以外のタグを自ら調べ，活用している。

イ② Ｗｅｂページを見る側の立場に立って， 分かりやすいＷｅｂページのポイントを
分かりやすいＷｅｂページを作成するた 整理させるとともに，完成イメージを紙
めに，文字や図の配置，大きさなどにつ に書かせる。
いて独自に工夫している。

ウ③ 学習した以外のタグのはたらきを自ら調 タグの働きについて整理させ，課題追究
べ，それらを活用することによって分か の意欲を育てる。
りやすいＷｅｂページを作成している。

エ③ Ｗｅｂページを構成するタグの種類やは タグの一覧表，入力の規則を確かめさ
たらきを理解し，表現方法に応じてどの せ，タグの名前とはたらきを確認させ
タグを使ったらよいかを十分に理解して る。
いる。

５ 観点別評価の総括
教師が生徒に対して，授業の場面でさまざまな働きかけを行うのは，生徒一人一人の学力を向上させ
ることを目指しているからである。そのためには，学習活動における具体の評価規準の観点別評価を評
定に結びつけるばかりではなく，生徒の学習活動の改善や，教師自身の指導の改善につなげていくこと
が重要である。
本事例では，学習活動における具体の評価規準に照らして「十分満足できると判断される」状況
（Ａ），「おおむね満足できると判断される」状況（Ｂ），「努力を要すると判断される」状況（Ｃ）
の３段階で評価を行うが，それを総括するに当たっては学習の導入段階の評価規準の評価よりも定着段
階の評価規準の評価に重みを置いた。具体的には，次のような重み付けを行った。

学習活動における具体の評価規準 重み付け

ア①：ア②：ア③ １：１：２

イ①：イ② １：２

ウ①：ウ②：ウ③ １：１：２

エ①：エ②：エ③ １：１：２

学習活動における具体の評価規準の評価の結果に対して，あらかじめ次のように評価の総括について
考え方を定めた。なお，同一の観点にかかわる具体の評価規準の評価結果に，Ａが１個とＣが１個ある
場合にはＢが２個あるものと見なして評価の総括を行った。
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【評価の総括の考え方】
①観点別評価の結果がＡとＢのみでＡが半数以上の場合はＡとし，その他はＢとする
②観点別評価の結果がＢとＣのみでＢが半数以上の場合はＢとし，その他はＣとする
③観点別評価の結果がＡのみの場合はＡとする
④観点別評価の結果がＢのみの場合はＢとする
⑤観点別評価の結果がＣのみの場合はＣとする

ある生徒（Ｆ）の評価結果が，ア①がＢ，ア②がＢ，ア③がＡであったとすると，上記の重み付けに
応じて各評価規準の評価を換算するとア①がＢ，ア②がＢ，ア③が２Ａとなる。その結果，Ａが２個，
Ｂが２個となる（下表参照）。
評価の総括の考え方に従い，生徒（Ｆ）の「ア 関心・意欲・態度」の観点の評価はＡとなる。
他の観点についても同様に評価した結果，本事例における生徒（Ｆ）の観点別評価の総括はつぎの表
の通りとなった。

〔観点別評価の総括例〕

生徒 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解
Ｆ
ア①：ア②：ア③＝１：１：２ イ①：イ②＝１：２ ウ①：ウ②：ウ③＝１：１：２ エ①：エ②：エ③＝１：１：２

評価規準 評価 換算 評価 評価 換算 評価 評価 見なし 換算 評価規準 評価 換算
規準 規準 による

置換え

① Ｂ Ｂ ① Ｂ Ｂ ① Ｃ Ｂ Ｂ ① Ｂ Ｂ
② Ｂ Ｂ ② Ａ ２Ａ ② Ｂ Ｂ Ｂ ② Ｂ Ｂ
③ Ａ ２Ａ ③ Ａ Ｂ ２Ｂ ③ Ｃ ２Ｃ

総括 Ａ Ａ Ｂ Ｂ

この外にも，観点別評価の総括については様々な考え方や方法があり，各学校において工夫すること
が望まれる。
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６ 参考資料

実習記録用紙
年 組（ ） 氏名

日付 実習内容 課題 気が付いたこと 及び 感想
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Ⅱ 情報Ｂ
ここでは，問題解決とコンピュータの活用にかかわる学習領域のうち「コンピュータによる情報処理の
特徴」を取りあげ，指導と評価を行った事例について紹介する。

単元名 (1)問題解決とコンピュータの活用 イ．コンピュータによる情報処理の特徴 （４時間）

１ 単元の目標
コンピュータを適切に活用する上で知っておかなければならない，コンピュータによる情報処理の長
所と短所を理解させる。

２ 単元の評価規準

ア 関心・意欲・態度 イ 思考・判断 ウ 技能・表現 エ 知識・理解

内 問題解決の手順と用い 問題解決の手順を工夫 問題解決の手順を明確 問題解決の手順と用い
容 る手段の違いが結果に するとともに，用いる に記述して実行すると る手段の違いが結果に
の 影響を与えることに関 手段を考える。 ともに，問題解決の手 影響を与えることと，
ま 心をもち，問題解決に 順と用いる手段の違い コンピュータを適切に
と おいて適切にコンピュ が結果に影響を与える 活用する上で知ってお
ま ータを活用しようとす ことを確かめる。 くべきコンピュータに
り る。 よる情報処理の特徴を
ご 理解している。
と
の
評
価
規
準

単 ・コンピュータを用い ・コンピュータを用い ・コンピュータを用い ・コンピュータを用い
元 た情報処理の長所と た情報処理と用いな て文字情報を処理で た情報処理と用いな
の 短所を考えようとす い情報処理とを関連 きる。 い情報処理との違い
評 る。 付けて考察し，その ・実習結果を発表する に着目し，それぞれ
価 ・他の班の発表と関連 違いを明らかにす ために必要な情報を の長所と短所を理解
規 付けながらワークシ る。 選択し，発表用資料 している。
準 ートの作成に取り組 ・実習結果を考察し， を作成する。 ・トレードオフの意味
もうとする。 その結果をまとめ を理解している。

る。

学 ①身近な情報とその処 ①計算処理を例にと ①キーボード，イメー ①コンピュータを用い
習 理を取りあげ，コン り，コンピュータを ジスキャナと文字認 た情報処理と用いな
活 ピュータを用いた情 用いた場合と手計算 識ソフトウェア，音 い情報処理とを対比
動 報処理の長所と短所 した場合では，計算 声認識ソフトウェア させ，それぞれの長
に について考えようと の速度，精度等に違 を使ってコンピュー 所や短所を理解して
お している。 いが表れることを考 タに文字情報を入力 いる。
け ②各班の発表を比較し 察し，それ気付いて できる。 ②問題解決の具体的な
る ながら，ワークシー いる。 ②班で実習結果を資料 事例と関連付けて，
具 トの作成に取り組も ②実習結果及びこれに にまとめ，発表する トレードオフの意味
体 うとしている。 関する考察し，その ことができる。 を理解している。
の 過程をワークシート
評 にまとめている。
価
規
準
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３ 指導と評価の計画

評価規準と
時 学習活動 の関連 評価の方法
間

ア イ ウ エ

◇行動観察，ワークシー１ ○身のまわりの情報とさまざまな処理 ①
ト次 ・コンピュータを用いることの長所と短所について学習する。
◇行動観察，ワークシー

（

・さまざまな計算処理の事例を通して，人間とコンピュータと ①
ト１ の処理方法の違いを比較し，ワークシートにまとめる。

時
限）

◇ワークシート２ ○コンピュータによる情報処理の長所・短所 ②
◇ワークシート次 ・文字情報を入力する方法をあげる。 ②
◇機器操作 行動観察

（

・文字情報を入力するための具体的な操作方法を学習する。 ① ，

◇行動観察２ ・与えられた課題を実際に複数の入力方法で処理し，ファイル ①
・ として提出する。
３ ・いろいろな方法で文字情報をコンピュータに入力し，それぞ
時 れの長所，短所をワークシートに記録する。
限 ・実習結果とその考察結果をワークシートにまとめる。
・各班の代表者が簡潔に実験結果を報告する。

）

・各班のワークシートの内容を比較・考察し，その結果を加味
してワークシートを完成させる。

◇行動観察，プレゼンテ３ ○トレードオフの理解と単元のまとめ ②
ーション次 ・トレードオフについて学習し，その内容をワークシートにま
◇ワークシート

（

とめる。 ②
４ ・単元のまとめを発表する。
時
限）

（注）「指導と評価の計画」中の「評価規準との関連」のア～エは，「２ 単元の評価規準」の「評価の観
点」の記号と，○数字の番号は「学習活動における具体の評価規準」の番号と一致している。

４ 観点別評価の進め方
学習活動における具体の評価規準に照らし，「十分満足できると判断される」状況（Ａ）と評価され
る具体例と，「努力を要すると判断される」状況（Ｃ）と評価される生徒への指導の手だてを次にまと
めた。

学習活動における 評価
具体の評価規準

「十分満足できると判断される」状況 「努力を要すると判断される」状況
学習活動 （Ａ）と評価される具体例 （Ｃ）と評価される生徒への指導の手だ

て

１次 ア① 適切な事例を自ら見いだし，事例に関連 事例を例示し，この事例に基づき長所と
（１時限） 付けながらコンピュータを用いた場合と 短所をワークシートに整理させることに

用いない場合との処理の長所と短所を簡 よって，課題に取り組んでいこうとする
潔，明瞭にワークシートに記入してい 態度を育てる。
る。

イ① 計算の速度，精度に違いが端的に表れる 事例を示し，この事例から考え出せる特
事例を自ら見いだし，この事例に基づき 色をあげさせることによって，課題解決
検討を加え，その結果を簡潔，明瞭にワ の手がかりを与える。
ークシートに記入している。
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２次 ア② 自分の発表と他の班の発表とを比較し 自分の発表と他の発表との違いを整理さ
て，改善すべき点を積極的に見いだし， せ，その中から自分の発表をよくする項（２・３時限）

改善点を簡潔，明瞭にワークシートにま 目をあげさせる。
とめている。

イ② 実習の結果を様々な視点から分析し，分 実習の結果を分析する項目について考え
析結果を分かりやすくワークシートにま させ，結果考察の手がかりを与える。
とめている。

ウ① 課題として与えられた文字情報の入力方 机間指導によって，生徒に対してアドバ
法について十分に習熟し，それぞれの方 イスや励ましを行う。
法でコンピュータに文字情報を効率的に
入力することができる。

エ① コンピュータを用いた情報処理と用いな それぞれの情報処理の長所と短所を整理
い情報処理の特徴を体験的な学習を通し させ，課題解決の手がかりを与える。
て的確に見いだし，確実に理解してい
る。

３次 ウ② 聞き手の理解を促すためにグラフや図表 グラフや図表の特徴や活用方法について
（４時限） などを活用するなどして発表方法に工夫 まとめさせたり，他のグループの発表を

を凝らし，実習の結果や考察をまとめ， 聞いて分かりにくかった点などについて
分かりやすく発表している。 まとめさせるなどして，作業が進まない

問題点を明確化する。

エ② トレードオフの意味と特徴について，授 授業で取りあげた問題解決事例のポイン
業で習った以外の身近な問題解決事例を トを整理させ，理解を促す。
取りあげ，関連付けて理解している。

５ 観点別評価の総括
各単元ごとに学習活動における評価規準について「十分満足できると判断される」状況（Ａ），「お
おむね満足できると判断される」状況（Ｂ），「努力を要すると判断される」状況（Ｃ）の３段階で評
価を行い，その結果に基づき，単元が終了した段階で観点別に評価の総括を行った。
本事例は，導入段階の学習内容なので「ア 関心・意欲・態度」の評価に当たっては，行動を観察・
確認することによってよりよく評価できると考えた。そこで，ワークシートのみを用いて評価を行った
評価結果よりも，行動観察を加えて得られた評価結果により大きく重み付けを行った。具体的には，次
のような重み付けを行った。

ア①：ア②＝６：４

学習活動における具体の評価規準の評価の結果に対して，あらかじめ次のように評価の総括について
考え方を定めた。なお，同一の観点にかかわる具体の評価規準の評価結果に，Ａが１個とＣが１個ある
場合にはＢが２個あるものと見なして評価の総括を行った。

【評価の総括の考え方】
①観点別評価の結果がＡとＢのみでＡが半数以上の場合はＡとし，その他はＢとする
②観点別評価の結果がＢとＣのみでＢが半数以上の場合はＢとし，その他はＣとする
③観点別評価の結果がＡのみの場合はＡとする
④観点別評価の結果がＢのみの場合はＢとする
⑤観点別評価の結果がＣのみの場合はＣとする

ある生徒（Ｍ）の評価結果が，ア①がＢ，ア②がＡであったとすると，重み付けに応じて各評価規準
の評価を換算するとア①が６Ｂ，ア②が４Ａとなる。その結果，Ａが４個，Ｂが６個となる。なお，他
の三つの観点については特に重み付けはしなかった（次表参照）。
評価の総括の考え方に従い，生徒（Ｍ）の「ア 関心・意欲・態度」の観点の評価はＢとなる。
他の観点についても同様に評価した結果，本事例における生徒（Ｍ）の観点別評価の総括は次の表の
通りとなる。
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〔観点別評価の総括例〕

生徒 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解
Ｍ

①：②＝６：４ ①：②＝５：５ ①：②＝５：５ ①：②＝５：５

評価規準 評価 換算 評価規準 評価 換算 評価規準 評価 換算 評価規準 評価 換算

① Ｂ ６Ｂ ① Ａ ５Ａ ① Ａ ５Ａ ① Ｂ ５Ｂ
② Ａ ４Ａ ② Ｂ ５Ｂ ② Ａ ５Ａ ② Ｂ ５Ｂ

総括 Ｂ Ａ Ａ Ｂ

この外にも，観点別評価の総括については様々な考え方や方法があり，各学校において工夫すること
が望まれる。
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Ⅲ 情報Ｃ
ここでは，情報のディジタル化にかかわる学習領域のうち「情報機器を活用した表現方法」を取りあげ，
指導と評価の工夫を行った事例について紹介する。

単元名 (1)情報のディジタル化 ウ．情報機器を活用した表現方法（11時間）

１ 単元の目標
(1) いろいろな情報機器による表現方法について理解する。
(2) ソフトウェアを活用して自分の意図を効果的に表現する技能を身に付ける。
(3) 表現された情報を評価する観点を理解し，表現を適正に評価する判断力を身に付ける。
(4) 個人情報の取り扱いや著作権などについて関心をもたせ，制作物をつくる上でこれらのことに
配慮使用とする態度を身に付ける。

２ 単元の評価規準

ア 関心・意欲・態度 イ 思考・判断 ウ 技能・表現 エ 知識・理解

内 情報機器を活用して多 情報機器の種類と特性 身のまわりの情報機器 情報のディジタル化の
容 様な形態の情報を統合 を踏まえて目的に応じ を活用して多様な形態 仕組み，情報機器の種
の しようとするととも た適切な情報機器を選 の情報をディジタル化 類と特性，ディジタル
ま に，分かりやすく表現 択するとともに，情報 するとともに，それら 化により多様な情報が
と しようとする。 を分かりやすく表現す の情報を統合して分か 統合化できることを理
ま るための工夫をする。 りやすく表現する。 解している。
り
ご
と
の
評
価
規
準

単 ・情報機器を活用し ・伝えたい内容を分か ・多様な形態の情報を ・情報機器やソフトウ
元 て，伝えたい内容を りやすくするために 統合することによ ェアによる表現方法
の 分かりやすく表現し 表現を工夫する。 り，自分の意図した の特徴について理解
評 ようとする。 ・制作物を自己評価や 内容を表現する。 している。
価 ・自己や他者の制作物 相互評価し，改善を ・制作の計画を立て， ・制作物を評価し改善
規 を適正に評価し，そ 考える。 それに基づいて活動 するための基本的な
準 の結果に基づき自己 ・個人情報や著作権な する。 観点と方法とを理解
の制作物を改善しよ どの取り扱いについ している。
うとする。 て，適切に判断す

る。

学 ①ポスター制作に必要 ①伝えたい内容を分か ①立案した制作計画に ①メインビジュアル，
習 な学校の特色を見付 りやすく表現するた 沿って活動や作業分 キャッチコピー，タ
活 けようとしている。 めに，集めた情報を 担を決め，その内容 ーゲットなどを見付
動 ②互いの意見を尊重し 取捨選択している。 をまとめようとして け出し，ポスターの
に ながら，よりよいポ ②個人情報や著作権を いる。 特徴について理解し
お スターを作ろうとし 取り扱う際，適切に ②写真，イラスト，文 ている。
け ている。 判断している。 字やレイヤー機能を ②ディジタルカメラ，
る ③他者のポスターを評 ③ポスター作品を同じ 使うことにより，自 スキャナー，画像編
具 価し，改善しようと 項目で評価してい 分の意図した内容を 集ソフトウェアによ
体 している。 る。 表現している。 る表現方法の特徴に
の ③作品発表に向けて準 ついて理解してい
評 備を行い作品を発表 る。
価 している。 ③ポスターデザインの
規 基本を理解している
準 とともに，評価し，

改善するための基本
的な方法を理解して
いる。
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３ 指導と評価の計画

評価規準と
時 学習活動 の関連 評価の方法
限

ア イ ウ エ

◇ワークシート１（ポス１ ・ポスターとは何かを考え，実際のチラシ･パンフレット･ポスタ ①
ターを分析する）ーからその違いや特徴について考える。

・掲示されたポスターについての情報（広告主，予想される掲示
場所，ターゲット，メインビジュアル，キャッチコピーなど）
を見付け，工夫している点や自分の気に入っているところをワ
ークシート１にまとめる。

◇ワークシート２（ポス２ ・ポスターを制作するに当たって，必要となる要件等を考える。 ①
ター企画書）・必要要件（広告主，予想される掲示場所，ターゲットなど），
◇ワークシート２（ポスポスターで伝えたいこと，素材，構成などポスター作りに必要 ①
ター企画書）な情報をワークシート２に文書処理ソフトを活用してまとめ

る。

◇行動観察３ ・２人１組でグループをつくり，ワークシート２に基づいてポス ②
ターのイメージを十分に話し合う。

◇ワークシート３（下書４ ・グループで相談したポスターのイメージを，ワークシート３に ②
きの絵）具体的に表現する。

・具現化するための下書き絵を制作する。

◇行動観察５ ・画像編集ソフトウェアの使い方を理解する。 ②
◇行動観察・学校の情報収集・必要な写真撮影を行う。 ②

◇行動観察６ ・ポスターに利用する写真を撮影する。 ②
◇機器操作，掲示板への・校内サーバに保存された他人の写真を利用する場合は，校内サ ②
書き込みーバの掲示板で申し出をする。

◇行動観察７ ・ポスター制作のヒントになるように，色に関する講義を受け ①
◇行動観察る。 ②

◇行動観察，白黒のポス８ ・ポスター制作のヒントになるように，レイアウトデザインに関 ②
ターする講義を受ける。
◇行動観察・ポスターを白黒で印刷し，レイアウトを再考する。 ③

◇ワークシート４（発表９ ・完成したポスターをＰＤＦ形式で保存するとともに，カラーで ③
準備のワークシート印刷する。
），シナリオ原稿，ペ・ワークシート４（伝えたいこと，工夫した点，感想など）を書
ーパーテストき，決められた時間で発表できるようにシナリオ原稿を作成す

る。

◇行動観察10 ・発表者は，完成したポスターをプロジェクターに投影しながら ③
◇ワークシート５（相互発表する。その他の人は，ワークシート５に発表を聞き，よか ③
評価ワークシート）った点や改善すべき点を１行程度にまとめて記入する。
◇プレゼンテーション・発表者に対してコメントする。 ③

・Ｗｅｂページに優秀作品を投票する。

◇ワークシート５（相互11 ・相互評価を行う。 ③
評価ワークシート）・ワークシート５の内容を検討し，ポスターを改善するかどうか

判断する。
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４ 観点別評価の進め方
学習活動における具体の評価規準に照らし，「十分満足できると判断される」状況（Ａ）と評価され
る具体例と，「努力を要すると判断される」状況（Ｃ）と評価される生徒への指導の手だてを次にまと
めた。

学習活動における 評価
具体の評価規準

「十分満足できると判断される」状況 「努力を要すると判断される」状況
学習活動 （Ａ）と評価される具体例 （Ｃ）と評価される生徒への指導の手だ

て

１時限 エ① メインビジュアル，キャッチコピー，タ メインビジュアル，キャッチコピー，タ
ーゲットなどを自主的に見付けだし，そ ーゲットのポイントについて要点を改め
れぞれの特徴を明確化して，ポスターの て整理させ，課題解決の方法を明らかに
特徴を理解している。 する。

２時限 ア① ポスターを制作するために必要な学校の 学校の特色をあげさせ，そのうちポスタ
特色を，他の生徒とは異なる視点から見 ーの制作に役立つ特徴を見付け出させ
付け出している。 る。

イ① 伝えたい内容を分かりやすく表現するた 分かりやすいプレゼンテーションの基本
めにはどのような要素が必要かを明確に 的な事項を整理させる。
理解し，それに基づいて集めた情報を取
捨選択し，ワークシート２（ポスター企
画書）に分かりやすくまとめている。

３時限 ア② 互いの意見を生かして，明確なメッセー グループの話し合いの過程で出た意見を
ジを表現しているポスターのイメージを まとめさせるとともに，明確なメッセー
まとめている。 ジを表現しているポスターとはどんなも

のかを考えさせ，課題追究の意欲を育て
る。

４時限 ア② 明確なメッセージを表現しているポスタ 机間指導によって，生徒に対してアドバ
ーをワークシート３（下書きの絵）に具 イスや励ましを行う。
体的に表現している。

５時限 ウ② 写真，イラスト，文字の情報やレイヤー 写真，イラスト，文字の情報やレイヤー
機能の特色を十分に理解し，それらを駆 機能の特色のポイントを改めて整理させ
使して自分の意図した内容を表現してい るとともに，ポスターで表現しようとし
る。 てる内容をまとめさせる。

エ② ディジタルカメラやスキャナー，画像編 ディジタルカメラやスキャナー，画像編
集ソフトウェアによる表現方法の特徴に 集ソフトウェアによる表現方法のポイン
ついて体験を通して十分に理解してい トを再度まとめさせ，学習への意欲を育
る。 む。

６時限 イ② 個人情報や著作権を取り扱う際の注意事 個人情報や著作権を取り扱う際の注意点
項等を自主的にまとめ，これに基づいて を整理させ，課題解決への意欲を育て
適切に判断している。 る。

ウ② 写真，イラスト，文字の情報やレイヤー 写真，イラスト，文字の情報やレイヤー
機能の特色を十分に理解し，それらを駆 機能の特色のポイントを改めて整理させ
使して自分の意図した内容を表現してい るとともに，ポスターで表現しようとし
る。 てる内容をまとめさせる。

７時限 ウ① 自主的に制作計画を立案し，それに基づ ポスターの制作過程を改めてまとめさ
いた活動や作業分担を決め，その内容を せ，必要となる作業をあげさせる。
分かりやすくまとめている。

エ② ディジタルカメラやスキャナー，画像編 ディジタルカメラやスキャナー，画像編
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集 集ソフトウェアによる表現方法のポイン
ソフトウェアによる表現方法の特徴につ トを再度まとめさせ，学習への意欲を育
いて体験を通して十分に理解している。 む。

８時限 ウ② 写真，イラスト，文字の情報やレイヤー 写真，イラスト，文字の情報やレイヤー
機能の特色を十分に理解し，それらを駆 機能の特色のポイントを改めて整理させ
使して自分の意図した内容を表現してい るとともに，ポスターで表現しようとし
る。 てる内容をまとめさせる。

エ③ ポスターデザインの基本を十分に理解 ポスターデザインの基本を改めて整理さ
し，これに基づいてポスターを評価し， せる。
改善するための方法を理解している。

９時限 ウ③ 作品発表の準備としてワークシート４ 発表準備のポイントをまとめさせるとと
（発表準備ワークシート）やシナリオ原 もに，これに基づいてシナリオを見直さ
稿を簡潔・明瞭に作成し，これに基づい せる。
て分かりやすい作品発表をしている。

１０時限 ア③ 他者のポスターの良い点と悪い点を複数 ポスターの良い点と悪い点をまとめさせ
指摘し，これに関連付けて自己のポスタ る。
ーを吟味し，よりよいポスターに改善し
ている。

イ③ 自主的に設定した評価項目に基づいて， ポスターを評価する際のポイントを整理
他者のポスターを公平に評価している。 させる。

ウ③ 作品発表の準備としてワークシート４ 発表準備のポイントをまとめさせるとと
（発表準備ワークシート）やシナリオ原 もに，これに基づいてシナリオを見直さ
稿を簡潔・明瞭に作成し，これに基づい せる。
て分かりやすい作品発表をしている。

１１時限 イ③ 自主的に設定した評価項目に基づいて， ポスターを評価する際のポイントを整理
他者のポスターを公平に評価している。 させる。

５ 観点別評価の総括
本事例では，各単元ごとに学習活動における評価規準について「十分満足できると判断される」状況
（Ａ），「おおむね満足できると判断される」状況（Ｂ），「努力を要すると判断される」状況（Ｃ）
の３段階で評価を行い，その結果に基づき，単元が終了した段階で観点別に評価の総括を行った。
学習活動における具体の評価規準の評価の結果に対して，あらかじめ次のように評価の総括について
考え方を定めた。なお，同一の観点にかかわる具体の評価規準の評価結果に，Ａが１個とＣが１個ある
場合にはＢが２個あるものと見なして評価の総括を行った。

【評価の総括の考え方】
①観点別評価の結果がＡとＢのみでＡが半数以上の場合はＡとし，その他はＢとする
②観点別評価の結果がＢとＣのみでＢが半数以上の場合はＢとし，その他はＣとする
③観点別評価の結果がＡのみの場合はＡとする
④観点別評価の結果がＢのみの場合はＢとする
⑤観点別評価の結果がＣのみの場合はＣとする
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たとえば，生徒（Ｓ）の学習活動における具体の評価規準に沿った評価結果が次の表のようだったと
する。評価の総括の考え方に基づき総括した結果，本事例における生徒（Ｓ）の観点別評価の総括は次
の通りとなる。

〔観点別評価の総括例〕

生徒 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解
Ｓ
評価規準 評価 評価規準 評価 評価規準 評価 評価規準 評価

① Ａ ① Ｂ ① Ａ ① Ａ
② Ｂ ② Ｂ ② Ａ ② Ｂ
③ Ａ ③ Ｂ ③ Ｂ ③ Ｂ

総括 Ａ Ｂ Ａ Ｂ

この外にも，観点別評価の総括については様々な考え方や方法があり，各学校においては工夫するこ
とが望まれる。
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６ 参考資料：ワークシート１

ポスターを分析する

年 組（ ） 氏名

■ ポスターとはどのようなものか。詳しく説明しなさい。（箇条書きでまとめなさい）

■ ポスター批評（掲示されたポスターをひとつ選んで批評を書きなさい）
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参考資料：ワークシート２

ポスター企画書

年 組（ ） 氏名

■ 必要要件

■ このポスターで一番伝えたいこと（キャッチコピーなどもあれば）を書く

■ ポスター素材（具体的な写真，学校に関する資料，イラストなど）を書く

■ どのような構成にするか，そのアイデア（色，写真，レイアウトなど）を書く
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参考資料：ワークシート４

発表準備ワークシート

年 組（ ） 氏名

■ このポスターで本校の何を伝えたかったのか。

■ 伝えるために工夫した点を三つ以上書きなさい。
（たとえば，キャッチコピー・メインビジュアル・文字や写真の配置・デザインレイアウト・色彩
など具体的に自分たちで工夫したことを書くこと。）

■ ポスター制作時に，苦労した点を三つ以上書きなさい。
（写真の撮影，先輩や先生からの情報収集，あるいは上記で工夫した時の様子など具体的に自分た
ちが苦労したことを書くこと。）

■ ポスター制作を通して，個人の感想を書きなさい。

名前（ ）

名前（ ）




